
令和６年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

日和佐学校 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

３月 ４月９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月８月

○与えられた役割や課題に真面目に
取り 組むことができ，宿題等の提出率
も高い。
●授業に対して受け身の姿勢の生徒
が多い。また，自分から課題を見つけ
て学習することに課題がある。

・課題や自主学習に積極的に取り組
み，学ぶ楽しさや喜びを感じることが
でき，自信をもつことができる。
・自分の学習状況をしっかりと振り返
り，家庭学習に意欲的・計画的に取り
組むことができる。

・生徒の主体的な活動や体験を授業
に多く取り入れ，何を・どのように学ぶ
のかが伝わるように，授業のめあてを
提示する。
・提出物の期限を適切に設定し，提出
物に目を通し，個にあった支援を行
う。

個に応じた支援を続ける。

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

・各教科、本時の目標を明確に提示し
て授業を進めることができた。ゲスト
ティーチャーを招いて講演会を行い、
様々な人の考え方に触れることができ
た。
・９割の生徒が提出物を期限内に出す
ことができた。

・普段の毎回の授業を大切にする。生
徒の視野を広げるために、講演会を
行う等、たくさんの人の考え方や生き
方に触れる機会を作る。
・課題を提出するだけにならないよう
に個にあった支援をしていく。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

・引き続きペア活動やグループ活動を
取り入れ、思考や考察の過程におけ
る言語活動をより充実させる。
・適切な場面でのICTの効果的な使い
方を考える。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○興味や関心がある学習内容につい
て，自ら考えて豊かに表現することが
できる生徒が多い。
●話すこと・書くことやテスト等の記述
問題・応用問題に対して苦手意識が
強く，無回答率の高さに課題がある。

・目的に応じて，根拠や理由を明らか
にしながら，自分の考えをわかりやす
く話したり書いたりすることができる。
・探求的で粘り強く課題に取り組み，
深い思考力や豊かな表現力を身につ
けることができる。

・ペア学習やグループ学習の機会を効
果的に設け，思考や考察の過程にお
ける言語活動を充実させる。
・ＩＣＴ等を効果的に活用し，視覚的に
内容を理解させ，生徒が興味をもち自
ら考えてみようとする授業を創造す
る。

ペア活動やグループ活動が
苦手な生徒をサポートす
る。

・グループ学習では司会カードを使う
ことで、スムーズに話し合い活動がで
きるようになった。
・ICTを活用して、グループ討議したこ
とを共有画面に提示するなど工夫し
た。

次年度における改善事項

○基礎的・基本的な知識・技能を習得
するための課題にまじめに取り組むこ
とができる生徒が多い。
●授業や課題にはまじめに取り組ん
でいるものの，基礎・基本が定着して
いない生徒がいる。

・学習の過程を通して習得した知識・
技能を，他の学習や生活の場面で活
用することができる。
・毎日の宿題や課題を確実にやり切る
ことができる。

・５教科を中心に，各教科で小テストを
実施し，基礎・基本の定着を図る。
・家庭学習の時間を確保し，宿題を確
認することで生徒の定着度を把握す
る。

小テストを定期的に行う。
家庭学習の時間と内容を把
握する。

・５教科を中心に定期的に小テストを
行った。苦手教科がある生徒はスモ
モールステップで学習を進めることが
できた。
・９割の生徒が宿題をすることはでき
たが、自主的に家庭学習を行った生
徒は少なかった。

・小テストを継続することで、基礎基本
の定着につなげる。
・各学年に応じた家庭学習の時間の
確保ができるように、宿題や課題の量
を適切に設定する。また生徒が自主
的に学習するような支援の仕方を考え
る。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○基礎的・基本的な知識・技能を習得し，生徒の主体的な学習を促す授業の実践

○言語活動の充実を図り，思考力を高め，自己表現力・コミュニケーション能力を
　 高める授業の実践 喜井　和子

校長（総括）：影田博徳         教頭（総務）：蛇目達男
   進路主任：東甫英佑            研修主任：藤川尚巳 影田　博徳

管理職による授業参観やオープンクラス等，さまざまな機会を捉え，取組状況の把握を行う。

令和６年度 学力向上ロードマップ
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